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Abstract
The Marco Polo Bridge Incident in July 1937 is known as a trigger of the Sino-Japanese 
war.  As there was the disparity in military strength between Japan and China, few people 
thought China would risk war.  In 1935 similar disputes in North China were settled by 
concluding secret agreements.  But this time Chiang Kai-shek did not compromise with 
Japan and advanced towards war.  Why did he make such a choice?  In these two years, 
even though the disparity had not changed, it was the Chinese peoples’ consciousness 
that had changed.  In 1936 the Kuomintang’s propaganda authorized Chiang Kai-shek as 
“the leader of national salvation”, using the chance of his 50th years birthday ceremony and 
the Xi’an Incident.  Earlier in 1937 before the Marco Polo Bridge Incident, the Kuomintang 
had spread an ideal vision of China, as an independent, well-developed and sovereign 
nation under the leadership of Chiang Kai-shek.  Since the 1931 Mukden Incident, the 
recovery of sovereignty and land infringed by Japan had been expressed as the main 
concerns by the Kuomintang.  Newspapers appealed it at every occasion.  When the 
Marco Polo Bridge Incident happened, the newspapers publicized it as another invasion 
by Japan.  People reacted sharply, rushed to support the 29th army confronting against the 
Japanese army, showed their willingness to fight. They accepted the Lushan Declaration 
by Chiang Kai-shek with “enthusiastic approval” and “determination to follow the lead of 
General Chiang in extreme measures”, not as conditions for a settlement of dispute, but as 
a practical declaration of war.  If Chiang Kai-shek, who kept his status and authority as the 
leader of national salvation, would not fight, he would lose both of them and experience 
difficulty in unifying China.  He was put into a political and military position to fight, 
despite the disparity in military strength, and with even little expectations of victory.
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1937年 2月 15日から 22日まで開催された中国国民党第 5期 3中全会の関心は西安事変の処理
もあったが、全体を通してのさらに大きな関心は日本の侵略に対していかに対応するかであっ







最終日の 2月 22日に決議された大会宣言（27）は、前年の 1936年 7月の 2中全会の決議である
「対外的には領土主権の擁護、対内的には和平統一の進行」を受け継ぐ形で起草されたと冒頭で
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（4） Coble, Parks M.（1991）Facing Japan : Chinese politics and Japanese imperialism, 1931-1937 Cambridge, 







勢をも書いている。代表的なものとしてБ.А. Бородин（1965）Помощь СССР китайскому народу в а
нтияпонской войне 1937-1941, Москва：Мысль, К.П. Агеенко［и др.］（1975）Военная помощь СССР 













（12） 『中央日報』『申報』『大公報』『華北日報』1937年 1月 1日「告全国同志同胞書」。
（13） 蔣介石が解放され、西安から南京に戻ったのは 12月 26日であり、27日には各地で慶祝大会が開かれた
ことを指している。新年になってもこの動きは続いていた。『大公報』1937年 1月 1日「各地慶賀新年　
祝賀蔣委員長返京　民衆情緒異常熱烈」。
（14） 『中央日報』1937年 1月 1日「祝今年」。
（15） 『華北日報』1937年 1月 1日「新歳献辞」。
（16） 『大公報』1937年 1月 3日「新年的幾個期望」。
（17） 胡適（1891-1962） 学者・思想家・外交官。1931年の満州事変以降、活発な時事評論を行い世論に影響を
与えた。
（18） 『益世報』1937年 1月 5日「今年的期望」。
（19） 本文中には「胡適先生が 1月 2日『大公報』で」とある。1月 3日の誤り、もしくは版の違いに拠るも
のと思われる。
（20） 蔣介石の 1935年 11月の国民党第 5次全国代表大会「対外関係報告」の中の言葉。「対外関係報告」［蔣
介石著］；蔣総統言論彙編編輯委員会編輯（1956）『蔣総統言論彙編　巻 12』台北：正中書局、pp.272-
275　参照。
（21） 『申報』1937年 1月 1日「二十六年元旦感言」。
（22） 『大公報』1937年 1月 7日「国人應有堅確的信念」。
（23） 『益世報』1937年 1月 9日「怎様做達中日提携？─対近衛文麿言論的感想」。
（24） 『益世報』1937年 1月 8日「中日関係之展望」。
（25） 汪精衛（1883-1944）国民党元老。1932年－ 1935年行政院長を務め、1933年－ 1935年外交部長を兼任。
1935年 11月の国民党 4期 6中全会で狙撃され、治療のためヨーロッパにいたが 1936年 12月の西安事変
をきっかけに帰国し、政務に復帰していた。
（26） 『大公報』1937年 2月 16日「三中全会　汪致開会詞」。
（27） 『大公報』1937年 2月 23日「大会宣言発表」、『中央日報』1937年 2月 23日「三中全会宣言　対外方針
仍当継承普遍　対内共守和平統一信条」、『申報』1937年 2月 23日「三中全会宣言原文」。
（28） 『申報』1937年 2月 23日「李石曾談　全会印象甚佳」、同、2月 24日「褚民誼談　三中全会異常円満」。
ただし李石曾、褚民誼は国民党の中央委員であり、あくまでも国民党の側からの印象であろう。
（29） 外務省情報部編・刊（1938）『中国共産党年史　1937年』pp.15-17、「滬情報第 5号　六．三中全会に就て
（昭和 12年 2月 29日上海　本田中華民国在勤帝国大使館附武官）」小林竜夫 等編・解説（1965）『現代
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史資料．第 12　日中戦争　第 4 』みすず書房、p.271。
（30） 「中共中央給中国国民党 3中全会電」中央档案館編（1991）『中共中央文件選集　11巻』北京：中共中央
党校出版社　pp.157-158。
（31） 『大公報』1937年 2月 22日「今後之内政外交」。
（32） 『大公報』1937年 2月 23日「今後的建国精神」、同 2月 26日「今後的対日問題」。
（33） 『益世報』1937年 3月 3日「日本応有進一歩認識」。 
（34） 『益世報』1937年 3月 4日「対新外長的希望」。
（35） 『大公報』1937年 3月 9日「外王闡明外交方針　秉規定政策確保領土主権　本平等原則実現国際合作」。
（36） 『益世報』1937年 3月 11日「国民対外交応有的主張」、3月 12日「不談原則且談問題―関於中日交渉」。
（37） 「帝国議会会議録検索システム」第 70回貴族院本会議 http://teikokugikai-i.ndl.go.jp/cgi-bin/TEIKOKU/
swt_list.cgi?SESSION（2017年 2月 20日）。
（38） 『大公報』1937年 3月 10日「日本佐藤外相之対華外交観」。
（39） 『大公報』1937年 3月 11日「中日意見之距離」、3月 13日「歓迎日本経済考察団」。
（40） 『申報』1937年 3月 6日、「経済与外交」、3月 7日、呉其玉「星期論壇　論中日経済提携」、同、3月 14
日、周憲文「論中日経済提携―謹告日本経済考察団」。
（41） 『大公報』1937年 3月 17日「我国工商界与日本経済考察団」。
（42） 『中央日報』1937年 3月 17日「歓送日本経済考察団」。考察団は南京から上海に戻った。
（43） 『東京朝日新聞』1937年 3月 19日　朝刊「国交調整が先決　王外交部長説く」。
（44） 同上「政治的障碍を除き経済提携望む　日支通商懇談　劈頭・周会長説く」「経済提携が先決　使節団支
那側に説明」。
（45） 『東京朝日新聞』1937年 3月 19日　朝刊「日支経済提携の機運促進に努力　帰朝の児玉団長語る」。
（46） 『大公報』3月 22日「日本考察団将離滬」、3月 24日「現階段的国際経済合作」。
（47） 『中央日報』1937年 3月 21日「中日提携関鍵何在　首須排除政治上之障礙」
（48） 『大公報』1937年 1月 28日「社評　1.28　5週年」、同　5月 31日「塘沽協定的 4周年」、『益世報』1937














（56） 『中央日報』1937年 7月 17日「廬山談話会席上　汪主席発表引論」、『大公報』同「汪主席発表引論」。
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（63） 同上 p.8-9（7月 10日打電）、p.13（7月 11日打電）。
（64） 1929年 9月 9日、南京創刊。
（65） 『申報』1937年 7月 9日「又一次侵略行動」。
（66） 『大公報』1937年 7月 9日「盧溝橋事件」。
（67） 『大公報』1937年 7月 10日「盧溝橋案善後問題」。
（68） 『益世報』1937年 7月 10日「華北現状応求澈底改善」。
（69） 盧溝橋事件が起きた日本軍駐屯地である豊台は 1901年の北京議定書に定められた駐屯地ではなく臨時
措置的駐屯が既成事実化して駐屯を続けていたという経緯があった。 
（70） 『中央日報』1937年 7月 12日「論盧溝橋事件」。 
（71） 『大公報』1937年 7月 12日「危機一髪的東亜大局」。
（72） 『益世報』1937年 7月 13日「29軍還是 29軍！」。
（73） 『大公報』1937年 7月 13日「希望日本政府持重」。 
（74） 『申報』1937年 7月 14日「平郊発生戦事」。
（75） 『大公報』1937年 7月 15日「我軍復員以後」。
（76） 『申報』1937年 7月 15日「日増重兵進犯華北」。
（77） 『申報』1937年 7月 16日「華北戦事中的外交路線」。
（78） 1922年のワシントン会議で、米・英・蘭・伊・仏・ベルギー・ポルトガル・日・中の 9ヵ国により締結
された中国の主権尊重・領土保全と、門戸開放・機会均等を確認した条約。
（79） 『益世報』1937年 7月 16日「中国是整個的中国」。
（80） 『益世報』1937年 7月 17日「中日和平的先决条件─日本退兵」。
（81） 『益世報』1937年 7月 18日「正告日本陸軍当局」。
（82） 『中央日報』1937年 7月 17日「和戦之最後関頭」。
（83） 『中央日報』1937年 7月 18日「東亜和平之関鍵」。
（84） 『華北日報』1937年 7月 16日「遠東危局之国際動態」。
（85） 『華北日報』1937年 7月 17日「事実與詭弁」。
（86） 『大公報』1937年 7月 19日「時局到最緊関頭」。
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（87） 『中央日報』1937年 7月 19日「鮮明的態度」。
（88） 『大公報』1937年 7月 9日「各地民衆甚憤慨」。
（89） 『中央日報』1937年 7月 11日「盧事発生　挙国極関切　各地将領一致声援　平学生代表出発労軍」「滬
文化団体組織救国団体」。
（90） 『申報』1937年 7月 12日「平津各界弁理慰勞」「各地民気異常激昂」。
（91） 『大公報』1937年 7月 12日「各地民衆憤慨激昂」「上海文化界組救国団体　電蔣汪宋力保全国土」。
（92） 『中央日報』1937年 7月 13日「市党部曁各界　電慰前方将士　忠勇抵抗神人欽仰　百万市民誓為後盾」。
（93） 『益世報』1937年 7月 13日「各方電慰守土将士」、『華北日報』同「全国各界紛起慰労守土将士　一息尚
存誓為後盾」。
（94） 『華北日報』1937年 7月 13日「平新聞界昨組織慰労守土将士会　即日開始募捐」。
（95） 『大公報』1937年 7月 14日「各地民気激昂　勗勉抗戦将士　紛組後援会来電慰労　津各校発起募捐活
動」、『中央日報』同「京市各界籌組抗敵後援会　定 16日開会商討進行　電前方将士首都民衆誓為後盾　
切肦誓死守土為民族保全命脈」。
（96） 『益世報』1937年 7月 14日「各界紛請願政府出兵」、『中央日報』同「各地団体紛電国府請出師抗敵」。
（97） 『華北日報』1937年 7月 14日「各界連会昨日通電呼籲当局速下决心」。
（98） 『大公報』1937年 7月 14日「川康各部隊决依限整編　共編 113団各将領対盧案甚憤慨」。
（99） 『中央日報』1937年 7月 15日「全国民衆奮起労軍」、『益世報』同「挙国悲憤敵愾同仇　紛起慰労守土将
士　各方電宋表示願為後盾　京工人擬組志願運輸隊」、『大公報』同「全国各界奮起　援助守土将士　平
各界連合会籌備労軍　京新運会発起募捐運動」。
（100） 『華北日報』1937年 7月 15日「平市教界継続努力　市当局盼力持鎮静　物理電気系師生今日商援助交通
弁法　各界連会决購手巾慰問袋慰労 29軍」。





（103） 『中央日報』1937年 7月 16日「暑期留京各校学生昨通電全国一致抗敵『我們忍辱負重巳経 6年了　現在
不能再失去寸土寸地　我們要做政府堅強的後盾』」
（104） 前掲、『中央日報』「平津各大学教授請抗敵図存　民族危機最後関頭　懇請中央発動全力抗敵」。
（105） 『益世報』1937年 7月 17日「北平昨成立華北抗敵後援会　一致援助 29軍　当場並募集特別捐」。
（106） 『華北申報』1937年 7月 17日「工商各界救護慰労　昨仍継続工作　市農会亦興起慰労団」「平律師公会
亦動員　参加各界連合会慰労将士」。
（107） 同上、「女青年会及婦促会　為将士作戦衣」。 
（108） 『中央日報』1937年 7月 17日「各地団体籲請抗敵」「南開学生会請決心禦侮」「南京文化界商禦侮方針」。
（109） 『大公報』1937年 7月 18日「太原青年編志願軍　定今日離并赴前線　各界慰労 29軍」。
（110） 『益世報』1937年 7月 18日「29軍　勿負国人期望　民気激昂紛電宋願作後盾　労軍捐款源源匯寄」、『中
央日報』同「援軍運動風起雲湧」。
（111） 『華北日報』1937年 7月 19日「全国各界対盧極為憤慨　奮起為守土将士後援　海外僑民紛匯款労軍」。 
（112） 『中央日報』1937年 7月 19日「首都各僑務団体今日成立抗敵後援会　向海外僑胞作愛国宣伝」。
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（113） 『益世報』1937年 7月 19日「滬上盛伝屈辱之謡　電請宋等宣布真相　熱号堅持到底以慰国人　各省市団
体請国府出兵抗戦」。








（117） United States Department of State / Foreign relations of the United States diplomatic papers, 1937 The Far 




（121） ［составители А.М. Ледовский, Р.А. Мировицкая, В.С. Мясников; ответственный редактор С.Л. 
Тихвинский］（2000）Русско-китайские отношения в XX веке том 3. 1937-1945 Москва: Памятники 
исторической мысли, pp.62-63（Document No.22）。
（122） 『大公報』1937年 7月 22日「李白連名電国府　擁護蔣院長主張　望全国奮起共為後盾」、各紙に同様記事。




（126）中国国民党中央委員会党史委員会編印（民国 70［1981］）『中華民国重要史料初編 : 対日抗戦時期 : 緒編
（一）』［台北］：中国国民党中央委員会党史委員会、689頁。
（127） edited and compiled, with an introduction and notes by Sidney H. Chang and Ramon H. Myers（c1994）
The storm clouds clear over China : the memoir of Chʿen Li-fu, 1900-1993, Stanford: Hoover Press, p.128.
